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【 請 求 項 １ 】
フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 の 存 在 下 で の 水 相 に お け る １ 種 類 以 上 の フ ッ 素 化 モ ノ マ ー の 乳 化 重 合
に よ り 、 フ ル オ ロ ポ リ マ ー を 作 製 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 の 少 な く と
も 一 部 を 、 水 と 混 和 性 が な く 、 且 つ ハ ロ ゲ ン 化 お よ び 非 ハ ロ ゲ ン 化 有 機 液 体 か ら 選 択 さ れ
る 少 な く と も １ 種 類 の 有 機 液 体 と の 水 性 混 合 物 と し て 水 相 に 添 加 し 、 前 記 水 性 混 合 物 は 、
平 均 液 滴 径 が １ ０ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 液 滴 を 有 し 、 前 記 水 性 混 合 物 は 、 前 記 フ ッ 素 化 界 面 活 性
剤 の 総 量 が 、 水 相 の 重 量 を 基 準 に し て １ 重 量 ％ 以 下 と な り 、 且 つ 前 記 有 機 液 体 の 総 量 が 、
前 記 水 相 の 重 量 を 基 準 に し て １ 重 量 ％ 以 下 と な る よ う な 量 で 水 相 に 添 加 さ れ 、 前 記 有 機 液
体 が パ ー フ ル オ ロ ポ リ エ ー テ ル で あ る 場 合 、 そ の 量 は 水 相 の 重 量 を 基 準 に し て ０ ． ０ １ 重
量 ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
次 式 ：
Ｙ － Ｒ f － Ｚ － Ｍ
（ 式 中 、 Ｙ は 、 水 素 、 Ｃ ｌ 又 は Ｆ を 表 し 、 Ｒ f は 、 炭 素 数 ４ ～ １ ０ の 直 鎖 又 は 分 枝 過 フ ッ
素 化 ア ル キ レ ン を 表 し 、 Ｚ は 、 Ｃ Ｏ Ｏ - 又 は Ｓ Ｏ 3

- を 表 し 、 Ｍ は 、 一 価 の カ チ オ ン を 表 す
）
を 有 す る フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 の 存 在 下 で の 水 相 に お け る １ 種 類 以 上 の フ ッ 素 化 モ ノ マ ー の
乳 化 重 合 に よ り 、 フ ル オ ロ ポ リ マ ー を 作 製 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 の 少 な く と も 一 部 を 、 水 と 混 和 性 が な く 、 且 つ ハ ロ ゲ ン 化 お よ び
非 ハ ロ ゲ ン 化 有 機 液 体 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 類 の 有 機 液 体 と の 水 性 混 合 物 と し て
水 相 に 添 加 し 、 前 記 水 性 混 合 物 は 、 平 均 液 滴 径 が １ ０ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 液 滴 を 有 し 、 前 記 混
合 物 は 、 前 記 フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 の 総 量 が 、 前 記 水 相 の 重 量 を 基 準 に し て １ 重 量 ％ 以 下 と
な り 、 且 つ 前 記 有 機 液 体 の 総 量 が 、 前 記 水 相 の 重 量 を 基 準 に し て １ 重 量 ％ 以 下 と な る よ う
な 量 で 水 相 に 添 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 お よ び 水 と 混 和 性 の な い 有 機 液 体 と か ら 成 る 水 性 混 合 物 で あ っ て 、 前
記 混 合 物 は 、 ２ ０ ｎ ｍ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 平 均 直 径 を 有 す る 液 滴 を 含 み 、 前 記 有 機 液 体 は 、 状



況 に 応 じ て 最 大 ２ つ ま で の 酸 素 、 硫 黄 、 お よ び ／ 又 は 窒 素 原 子 を 含 有 す る 、 過 フ ッ 素 化 、
又 は 一 部 フ ッ 素 化 さ れ た 脂 肪 族 又 は 芳 香 族 有 機 液 体 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 フ ッ 素 化 界 面 活 性
剤 は 、 次 の 一 般 式 ：
Ｙ － Ｒ f － Ｚ － Ｍ
（ 式 中 、 Ｙ は 、 水 素 、 Ｃ ｌ 又 は Ｆ を 表 し 、 Ｒ f は 、 炭 素 数 ４ ～ １ ０ の 直 鎖 又 は 分 枝 過 フ ッ
素 化 ア ル キ レ ン を 表 し 、 Ｚ は 、 Ｃ Ｏ Ｏ - 又 は Ｓ Ｏ 3

- を 表 し 、 Ｍ は 、 一 価 の カ チ オ ン を 表 す
）
に 対 応 す る 水 性 混 合 物 。
【 請 求 項 ４ 】
フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 と 有 機 液 体 と の 混 合 物 を 調 製 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 フ ッ 素 化 界 面 活
性 剤 は 、 一 般 式 ：
Ｙ － Ｒ f － Ｚ － Ｍ
（ 式 中 、 Ｙ は 、 水 素 、 Ｃ ｌ 又 は Ｆ を 表 し 、 Ｒ f は 、 炭 素 数 ４ ～ １ ０ の 直 鎖 又 は 分 枝 過 フ ッ
素 化 ア ル キ レ ン を 表 し 、 Ｚ は 、 Ｃ Ｏ Ｏ - 又 は Ｓ Ｏ 3

- を 表 し 、 Ｍ は 、 一 価 の カ チ オ ン イ オ ン
を 表 す ）
に 対 応 し 、
前 記 方 法 が 、 前 記 有 機 液 体 の 存 在 下 で 前 記 フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 の 対 応 す る 酸 を 蒸 留 す る 工
程 と 、 そ の 後 、 前 記 酸 を 塩 に 転 換 し 、 前 記 有 機 液 体 と 混 合 さ れ た 前 記 フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤
を 得 る 段 階 と を 含 む 方 法 。
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